
�
拉
致
事
件
�
被
害
者
・
家
族
へ
の
支
援
に

市
長
が
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
募
金
を
贈
呈

分
権
型
職
員
に
向
け
て
職

員
の
意
識
改
革
を
図
り
、
新

市
政
の
創
造
を
目
指
し
て
改

革
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
篠
田
市
長
を
本
部
長
と

す
る
「
新
潟
市
市
政
改
革
・

創
造
推
進
本
部
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

１
月
16
日
に
行
っ
た
全
庁

会
議
で
篠
田
市
長
は
、
「
市

民
は
顧
客
と
い
う
原
点
に
立

ち
、
よ
り
一
層
市
民
に
信
頼

さ
れ
る
市
政
の
創
造
を
目
指

し
て
、
何
を
や
る
べ
き
か
考

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。
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地域保健福祉センター

市役所・保健所�228-1000（代表）
市立急患診療センター…228－2822
県歯科医師会休日歯科診療センター…283－3030
水　　　道　　　局…266－9311
園 芸 セ ン タ ー…286－1034
災害時の問い合わせ…226－5656

北

中

東

石山

259‐7332

273‐9932

243‐5312

286‐4450

南

中央

坂井輪

西

黒埼

285‐2373

266‐5172

260‐3255

262‐3405

377‐2110

市ホームページ（携帯電話は末尾に/iを付ける）
http://www.city.niigata.niigata.jp

市の人口 〈12月末現在〉

人　口　518,001人 （－2）

男　　250,533人 （－20）

女　　267,468人 （＋18）

世帯数　202,001 （＋48）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

市男女共同参画審議会の傍聴者募集
日時 ２月12日午前10時～正午
会場 市役所第２分館604会議室
内容 行動計画について　定員 10人
申し込み １月31日（消印有効）までに
往復はがきに住所、氏名、電話番号を記
入し、〒951-8550、男女共同参画課
（�内線2092）ヘ　※応募多数の場合抽選

ジュニアリーダー研修会
期日 ２月22・23日（１泊２日）
会場 大畑少年センター
内容 ゲーム大会などの仲間づくり
対象 小学３年～中学生80人
参加費 2,500円
申し込み ２月７日（必着）までにはが
きに住所、氏名（フリガナ）、電話番号、
学校名・学年、性別、子ども会名、「市
子ども連合会」への加入の有無を記入し、
〒951-8550、市子連事務局（青少年課内
�内線3263）へ　※応募多数の場合抽選

平成15・16年度分
入札参加登録の申し込みを受け付け

受付期間 ２月３日～28日
受付場所 市登録分…契約課（市役所第
１分館４階�内線2292）、水道局登録分
…同局財務課（�266-9311）
※郵送では受け付けません。第１・４週
は混雑が予想されます

市明るい選挙推進協議会　講演会

子どもたちの健康は今～小児医療の第一線から
日時 きょう26日午後１時半から
会場 中央公民館
講師 佐藤勇（病児保育室よいこのもり
医師） 申し込み 直接会場へ

市・県民税（第４期）

納期限は１月 3 1日
納付には便利な口座振替のご利用を。
問い合わせ 納税課（�内線2355）へ

エ コ ー プ ラ ザ
問い合わせ 同プラザ（�270-3009）へ
�リサイクル品展示提供
期日 ２月１日～13日　※２月３・10日
は休館　公開抽選日 ２月16日
�サンデーリサイクル
申し込み 当日直接同プラザへ
期日

２・２

２・９
午前10時～正午
午後１時～３時

紙すき教室

リサイクル
デコパージュ

-
プラスチック
製の粉洗剤容
器、エプロン

時間（随時受け付け） 内 容 持ち物

大畑少年センター

チャレンジ・ザ・ゲーム
日時 ２月８日午前９時～正午
内容 室内でのレクリエーション、ゲーム
対象 小・中学生先着30人
参加費 200円
申し込み 同センター（�228-4100）へ
※月曜休館

え
て
い
く
。
改
革
の
担
い
手

は
職
員
一
人
ひ
と
り
だ
。
今

日
か
ら
す
ぐ
行
動
に
移
し
て

ほ
し
い
」
と
職
員
に
訓
示
し

ま
し
た
。

市
政
改
革
・
創
造
推
進

は
、
平
成
８
年
に
策
定
し
た

「
新
潟
市
行
政
改
革
大
綱
」

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
形

で
、
全
庁
を
挙
げ
て
行
う
も

の
。
職
員
主
体
・
現
場
重
視

の
改
革
を
基
本
に
据
え
、
各

局
・
部
・
課
が
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
で
、
改
革
に
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
平

成
14
年
度
内
に
実
施
が
可
能

な
も
の
は
、
た
だ
ち
に
行
い

ま
す
。

推
進
本
部
で
は
「
機
構
・

行
財
政
改
革
」
、
「
情
報
公

開
・
提
供
」
、
「
市
民
参
画
」

を
市
政
改
革
・
創
造
の
３
本

柱
と
し
て
、
基
本
指
針
と
な

る
「
推
進
方
針
」
を
そ
れ
ぞ

れ
６
月
を
め
ど
に
策
定
。
各

局
・
部
・
課
は
、
「
推
進
方

針
」
に
基
づ
い
て
、
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
を
定
め
た

短
期
・
中
期
「
改
革
・
創
造

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
逐
次

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

来
年
以
降
に
は
、
広
域
合

併
・
政
令
指
定
都
市
を
見
据

新
市
政
の
創
造
に
向
け
て�

　
市
政
改
革
・
創
造
推
進
本
部
を
設
置�

え
た
長
期
改
革
・
創
造
プ
ラ

ン
を
検
討
し
ま
す
。

事
務
局
は
、
総
務
課
が
担

当
し
、
４
月
か
ら
は
新
設
す

る
「
市
政
改
革
・
創
造
推
進

課
」
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。

各
局
に
わ
た
る
横
断
的
な

取
り
組
み
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
専
門

チ
ー
ム
を
設
置
。
ま
た
、
市

民
の
目
線
か
ら
市
政
改
革
・

創
造
を
推
進
す
る
た
め
、
５

月
に
は
、
市
民
有
識
者
や
公

募
委
員
な
ど
で
構
成
す
る
委

員
会
を
設
置
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

同
事
務
局

（
総
務
課
内
�
内
線
２
１
１

２
）
へ

建設進む“郷土歴史博物館”建設進む“郷土歴史博物館”�
運営準備協委員を市民から公募�

建設進む“郷土歴史博物館”
運営準備協委員を市民から公募�

市
郷
土
歴
史
博
物
館
（
柳
島
町
２
）
の
建
設
工
事
が
平
成
16
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
市
で
は
運
営
計
画
に
つ
い
て
意
見
を
聞
く
た
め
運

営
準
備
協
議
会
を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

委
員
は
、
市
民
か
ら
の
公

募
委
員
の
ほ
か
、
学
校
・
社

会
教
育
関
係
者
、
学
識
経
験

者
な
ど
15
人
以
内
で
構
成
し

ま
す
。

こ
と
し
10
月
ま
で
に
、
３

回
程
度
準
備
会
を
開
催
す
る

予
定
で
、
委
員
に
は
、
同
博

物
館
の
よ
り
よ
い
運
営
の
た

め
、
意
見
を
述
べ
て
も
ら
い

ま
す
。

11
月
以
降
は
同
博
物
館
運

営
協
議
会
に
移
行
。
任
期
は

２
年
と
な
り
ま
す
。

対
象

本
市
に
住
所
が
あ

り
、
平
成
15
年
４
月
１
日
現

在
20
歳
以
上
で
、
平
日
に
行

う
準
備
会
に
出
席
で
き
る
人

応
募
方
法

２
月

10
日
（
必
着
）
ま

で
に
、「
郷
土
歴
史

博
物
館
に
望
む
こ

と
」
と
題
し
た
作

文
（
８
０
０
〜
１
２

０
０
字
程
度
）
に
、

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
生
年
月

日
を
記
入
し
た
紙

を
添
付
し
、
〒
９

５
１
・
８
５
５
０
、

歴
史
文
化
課
郷
土

歴
史
博
物
館
建
設

室
（
市
役
所
第
２

分
館
４
階
�
内
線

２
２
５
８
）
へ

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
も
で

き
ま
す
（
ア
ド
レ
ス
　r

e
k

is
h
ib
u
n
k
a
@
c
ity

.
n
iig

a
t
a
.n
iig

a
t
a
.

jp

）施
設
の
概
要

郷
土
歴
史
博
物
館
は
、
旧

新
潟
税
関
庁
舎
（
現
郷
土
資

料
館
）
を
中
心
と
す
る
周
辺

地
区
を
、
歴
史
・
文
化
ゾ
ー

ン
と
し
て
整
備
す
る
中
核
施

設
で
す
。

同
博
物
館
の
本
館
は
、
２

代
目
市
庁
舎
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
３
階
建
て
で
す
。

こ
と
し
の
夏
に
は
完
成
す

る
予
定
で
、
そ
の
後
、
展
示

工
事
な
ど
を
行
い
16
年
春
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

館
内
は
、
本
館
の
１
階
に

約
３
０
０
平
方
�
の
企
画
展

示
室
や
、
子
ど
も
た
ち
が
新

潟
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
楽

し
く
遊
べ
る
体
験
の
広
場
、

図
書
資
料
の
閲
覧
や
情
報
検

索
な
ど
が
で
き
る
学
習
援
助

の
部
屋
を
設
置
し
ま
す
。

２
階
の
約
８
５
０
平
方
�

の
常
設
展
示
室
で
は
、
「
郷

土
の
水
と
人
々
の
歩
み
」
を

テ
ー
マ
に
、
実
物
資
料
や
模

型
、
映
像
な
ど
を
用
い
て
、

新
潟
の
歴
史
を
分
か
り
や
す

く
紹
介
。
ほ
か
に
、
各
種
講

座
や
研
修
な
ど
に
利
用
で
き

る
セ
ミ
ナ
ー
室
を
設
置
し
、

３
階
に
は
収
蔵
庫
を
設
け
ま

す
。オ

ー
プ
ン
後
の
16
年
秋
に

は
、
中
国
を
代
表
す
る
古
都
・

西
安
の
歴
史
的
な
資
料
を
展

示
す
る
「
長
安
文
物
秘
宝
展
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
歴
史
的
建
造
物
と

し
て
移
築
復
元
作
業
を
進
め

て
い
る
、
第
四
銀
行
旧
住
吉

町
支
店
の
解
体
作
業
も
ほ
ぼ

終
了
。
現
在
は
、
組
立
作
業

が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

郷
土
資
料
館
　

３
月
23
日
を
も
っ
て
閉
館

郷
土
歴
史
博
物
館
の
建
設

に
伴
い
、
郷
土
資
料
館
を
閉

館
し
ま
す
。

同
資
料
館
は
、
国
指
定
重

要
文
化
財
で
あ
る
旧
新
潟
税

関
庁
舎
を
利
用
し
た
も
の

で
、
開
館
か
ら
30
年
が
た
っ

て
い
ま
す
。
閉
館
後
は
、
文

化
財
と
し
て
の
建
物
の
魅
力

が
引
き
立
つ
よ
う
に
補
修
・

整
備
を
行
い
、
同
博
物
館
の

開
館
に
合
わ
せ
て
一
般
公
開

し
ま
す
。

市
な
ど
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
よ
う
と
、
２
月
22
日
に

「
新
潟
都
市
圏
の
将
来
像
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

日
本
海
側
初
の
政
令
指
定
都

市
を
目
指
す
本
市
と
近
隣
市

町
村
の
、
ま
ち
の
魅
力
や
将

来
像
な
ど
に
つ
い
て
、
新
潟

都
市
圏
の
首
長
が
語
り
合
い

ま
す
。

�
基
調
講
演

「
新
潟
都
市

圏
の
将
来
像
〜
新
潟
都
市
圏

ビ
ジ
ョ
ン
を
ふ
ま
え
て
」
長

谷
川
義
明
（
前
新
潟
市
長
、

前
新
潟
都
市
圏
総
合
整
備
推

進
協
議
会
会
長
）

�
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
新
潟
都
市
圏
の
将
来
像
／

新
潟
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
を
考

え
る
」

▽
パ
ネ
リ
ス
ト
…
新
潟
市
、

新
津
市
、
白
根
市
、
豊
栄
市
、

聖
籠
町
、
横
越
町
、
亀
田
町

の
各
首
長
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
…
与
田
一
憲
（
新
潟
商

工
会
議
所
政
令
都
市
推
進
特

別
委
員
会
委
員
長
）

日
時

２
月
22
日
午
後
１
時

15
分
〜
４
時
半

会
場

ホ
テ
ル
新
潟

申
し
込
み

は
が
き
・
Ｅ
メ

ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
９
５

１
・
８
５
５
０
、
広
域
行
政

課
（
ア
ド
レ
ス
　k

o
ik
i@

c
it
y
.n
iig

a
t
a
.n
ii

g
a
ta
.jp

�
内
線
２
１
０

９
）
へ
　

2月22日�2月22日�

考
え
よ
う
　
新
潟
都
市
圏
の
将
来
像�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催�

！�

篠
田
市
長
は
１
月
17
日

に
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
募
金
の
目
録

（
募
金
総
額
53
万
５
６
８
円
）

を
、
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
等
被

拉
致
日
本
人
救
出
新
潟
の
会

会
長
の
小
島
晴
則
さ
ん
に
手

渡
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

こ
の
募
金
は
、
北
朝
鮮
拉

致
事
件
の
被
害
者
・
家
族
へ

の
支
援
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
。
市
で
も
、
同
会

か
ら
の
協
力
依
頼
を
受
け
、

昨
年
12
月
18
日
か
ら
１
月
15

日
ま
で
の
約
１
カ
月
間
、
市

役
所
本
館
な
ど
市
の
施
設
19

カ
所
に
同
会
の
募
金
箱
を
設

置
し
、
あ
わ
せ
て
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
を
配
布
し
て
き
ま
し
た
。

小
島
さ
ん
は
「
市
民
の
協

力
と
関
心
の
高
さ
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
る
。
拉
致
事
件

の
解
決
は
息
の
長
い
活
動
に

な
る
が
、
完
全
解
決
に
向
け

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
募
金
は
、
同
日

に
同
会
の
口
座
に
送
金
。
拉

致
事
件
の
被
害
者
・
家
族
へ

の
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

平成16年春のオ－プン目指し建設中の郷土歴史博物館


